
社
会
保
険
の
種
類
は
五
つ
あ
る

　

社
会
保
険
は
五
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す（
図

表
❶
）。一
般
的
に
社
会
保
険
は
広
義
で
使

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、実
務
上

は
適
用
内
容
が
異
な
る
た
め
狭
義
で
理
解

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

社
会
保
険
は
社
会
保
障
制
度
の
一
つ

　

企
業
が
加
入
す
る
社
会
保
険
は
、わ
が
国

の
社
会
保
障
制
度（
社
会
保
険
・
公
的
扶

助
・
社
会
福
祉
・
公
衆
衛
生
）の
一つ
で
す
。保

険
の
技
術
を
用
い
て
保
険
料
を
財
源
と
し
て

給
付
を
行
う
仕
組
み
で
、国
・
公
的
団
体
を

保
険
者
と
し
て
、条
件
を
満
た
し
た
場
合
、

被
保
険
者
は
強
制
加
入
が
原
則
と
な
っ
て
い

ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
備
え
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
保
険
実
務
は
労
務
管
理
の

イ
ロハ
の
イ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

健
康
保
険
の
給
付
内
容

　

健
康
保
険
の
加
入
先（
保
険
者
）は
、全

国
健
康
保
険
協
会（
中
小
企
業
対
象
）と
企

業
単
独
ま
た
は
同
業
種
企
業
が
共
同
設
立

す
る
健
康
保
険
組
合（
一
定
規
模
以
上
企
業

対
象
）が
あ
り
ま
す
。

　

健
康
保
険
は
、被
保
険
者
や
そ
の
家
族

（
被
扶
養
者
）が
病
気
や
け
が（
業
務
上
・
通

勤
災
害
を
除
く
）を
し
た
と
き
の
、医
療
給

付
や
所
得
保
障
を
行
う
制
度
で
す（
図
表

❷
）。一
般
的
に
、健
康
保
険
組
合
は
全
国
健

康
保
険
協
会
よ
り
も
保
険
料
が
安
く
保
険

給
付
も
手
厚
く
な
って
い
ま
す
。

厚
生
年
金
保
険
の
給
付
内
容

　

厚
生
年
金
保
険
は
、被
保
険
者
が
高
齢
に

な
っ
た
と
き
、障
害
状
態
に
な
っ
た
と
き
、死

亡
し
た
と
き
に
、請
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、年

金
や
一
時
金
の
支
給
が
行
わ
れ
る
制
度
で

す
。主
な
給
付
は
次
の
通
り
で
す
。

■
高
齢
に
な
っ
た
と
き（
老
齢
厚
生
年
金
）

　

厚
生
年
金
保
険
加
入
者
が
次
の
条
件
を

満
た
し
た
と
き
に
、老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗

せ
し
て
老
齢
厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
六
五
歳
以
上（
六
〇
歳
か
ら
の
繰
り
上
げ

受
給
や
、六
六
歳
以
降
の
繰
り
下
げ
受
給

も
可
能
）

・
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
期
間
が
一
月

以
上
あ
る

・
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

資
格
期
間
が
あ
る

　

ま
た
、次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合

に
は
六
〇
歳
か
ら
六
五
歳
ま
で
の
間
に
、特

別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す（
生
年
月
日
・
性
別
に
よ
って
支
給
開
始
年

齢
が
異
な
る
）。

・
六
〇
歳
以
上

・
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
期
間
が
一
年

以
上
あ
る

・
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

資
格
期
間
が
あ
る

■
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と
き（
障
害
厚
生

　

年
金
）

　

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
る
間
に
初

診
日
が
あ
る
病
気
や
け
が
に
よ
り
障
害
の
状

態
に
あ
る
と
き
、一
定
の
割
合
以
上
保
険
料
を

納
付
し
て
い
た
期
間
等
が
あ
れ
ば
、そ
の
状
態

に
応
じ
て
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
障
害
等
級
一
、二
級

　

障
害
厚
生
年
金
と
障
害
基
礎
年
金
が
支

　

給
さ
れ
る
。

・
障
害
等
級
三
級

　

障
害
厚
生
年
金
の
み
支
給
さ
れ
る
。

・
障
害
等
級
三
級
よ
り
軽
い
障
害

　
一
時
金
と
し
て
傷
害
手
当
金
が
支
給
さ

　

れ
る
。

■
死
亡
し
た
と
き（
遺
族
厚
生
年
金
）

　

厚
生
年
金
保
険
加
入
中
に
死
亡
し
た
と

き（
加
入
中
の
傷
病
が
も
と
で
、初
診
日
か

ら
五
年
以
内
に
亡
く
な
っ
た
と
き
を
含
む
）、

一
定
の
割
合
以
上
保
険
料
を
納
付
し
て
い
た

期
間
等
が
あ
れ
ば
、生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
遺
族
に
遺
族
厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。遺
族
優
先
順
位（
年
齢
等
の
条
件
あ

り
）は
次
の
通
り
で
す
。

①
配
偶
者
ま
た
は
子
↓
②
父
母
↓
③
孫
↓ 

④
祖
父
母

　

子
の
あ
る
配
偶
者
ま
た
は
子
に
は
遺
族

基
礎
年
金
も
支
給
さ
れ
ま
す（
年
齢
等
の
条

件
あ
り
）。

労
働
保
険
と
は

　

労
働
保
険
と
は
図
表
❶
の
通
り
労
災
保

険
と
雇
用
保
険
を
総
称
し
た
言
葉
で
す
。保

険
給
付
は
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
行
わ
れ
ま
す

が
、保
険
料
の
徴
収
は
事
務
の
合
理
化
・
簡

素
化
に
よ
り
労
働
保
険
と
し
て
原
則
的
に一

体
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

■
労
災
保
険

　

従
業
員
が
業
務
上
の
事
由
、二
以
上
の
事

業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
ま
た
は
通

勤
が
原
因
で
負
傷
し
た
場
合
、病
気
に
な
っ

た
場
合
、死
亡
し
た
場
合
に
被
災
従
業
員
や

遺
族
を
保
護
す
る
た
め
必
要
な
保
険
給
付

が
行
わ
れ
ま
す
。ま
た
、従
業
員
の
社
会
復

帰
の
促
進
な
ど
、福
祉
の
増
進
を
は
か
る
た

め
の
事
業
も
行
わ
れ
て
い
ま
す※

 

。

■
雇
用
保
険

　

従
業
員
が
失
業
し
た
場
合
や
雇
用
の
継

続
が
困
難
と
な
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
、

従
業
員
の
生
活
や
雇
用
の
安
定
を
は
か
る
と

と
も
に
、再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
必
要
な

給
付
を
行
う
も
の
で
す
。ま
た
失
業
の
予

防
、従
業
員
の
能
力
の
開
発
や
向
上
、そ
の

他
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
た
め
の
事
業
も

行
って
い
ま
す（
図
表
❸
）。
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総 務 入 門 講 座社
会
保
険（
健
康
保
険
・
厚
生
年
金

保
険
）の
場
合

■
加
入
事
業
所（
法
人
単
位
で
は
な
く
事

　

業
所
単
位
で
加
入
す
る
）

　

法
人
事
業
所（
被
保
険
者
一
人
以
上
）と

個
人
事
業
所（
常
時
従
業
員
五
人
以
上
雇

用
。一
部
例
外
あ
り
）は
、厚
生
年
金
保
険
・

健
康
保
険
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す（
強
制
適
用
事
業
所
）。な
お
、強
制
適
用

事
業
所
以
外
で
も
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
任
意
適
用
事

業
所
）。

■
加
入
対
象
の
従
業
員

　

前
記
の
適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
加
入

条
件
を
満
た
す
場
合
は
全
て
被
保
険
者
に

な
り
ま
す
。七
〇
歳
未
満
の
老
齢
厚
生
年
金

（
特
別
支
給
を
含
む
）受
給
者
を
雇
用
し
た

場
合
で
も
加
入
条
件
を
満
た
す
場
合
は
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
。

■
加
入
条
件

　

正
社
員
や
法
人
の
代
表
者
、役
員
等
は
被

保
険
者
に
な
り
ま
す
。パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・ア

ル
バ
イ
ト
等
で
も
、一
週
間
の
所
定
労
働
時
間

お
よ
び
一
か
月
の
所
定
労
働
日
数
が
、同
じ

事
業
所
で
同
様
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
正

社
員
の
四
分
の
三
以
上
の
場
合
は
、被
保
険

者
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、正
社
員
の
四
分
の
三
未
満
で
あ
って

も
、週
の
所
定
労
働
時
間
が
二
〇
時
間
以
上

な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、被
保
険

者
に
な
り
ま
す
。

■
加
入
手
続
き

　

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
す
る

に
は
、事
業
主
か
ら
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

・
事
業
所
の
新
規
加
入
：
新
規
適
用
届

・
従
業
員
の
加
入
：
被
保
険
者
資
格
取
得
届

・
従
業
員
の
扶
養
家
族
の
加
入
：
被
扶
養
者

（
異
動
）届

労
働
保
険（
労
災
保
険・雇
用
保
険
）

の
場
合

■
加
入
事
業
所

　

前
記
の
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
同

様
、法
人
単
位
で
は
な
く
事
業
所
単
位
で
加

入
し
ま
す
。名
称
や
雇
用
形
態
に
関
係
な
く

従
業
員
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
所

は
加
入
義
務
が
あ
り
ま
す（
従
業
員
五
人
未

満
の
個
人
経
営
農
林
水
産
事
業
を
除
く
）。

■
加
入
対
象
の
従
業
員
、加
入
条
件

　

職
業
の
種
類
に
関
係
な
く
事
業
に
使
用

さ
れ
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
従
業
員
が
対
象
で

す
。労
災
保
険
は
短
時
間
従
業
員（
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
）を
含
む
全
て
の
従
業
員
が
対
象

で
す
が
、雇
用
保
険
は
、一
定
条
件
を
満
た
さ

な
い
短
時
間
従
業
員
は
対
象
と
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
法
人
の
役
員
、同
居
の
親
族
、昼

間
部
学
生
等
は
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
の
対

象
外
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
加
入
手
続
き

　

労
働
保
険
は
一
元
適
用
事
業
と
二
元
適
用

事
業
で
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。五
〇
ペ
ー

ジ
図
表
❹
❺
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
提
出
す
る
も
の

・
保
険
関
係
成
立
届
、概
算
保
険
料
申
告
書

前
記
の
通
り
、労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の

保
険
料
は
一
体
処
理
さ
れ
ま
す
の
で
、労
働

保
険
の
適
用
事
業
所
と
な
っ
た
場
合
、労
働

保
険
の
保
険
関
係
成
立
届
を
所
轄
の
労
働

基
準
監
督
署
ま
た
は
ハロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
、当
該
年
度
分
の
労
働
保
険
料

（
保
険
関
係
成
立
日
か
ら
そ
の
年
度
末
日
ま

で
に
支
払
う
従
業
員
賃
金
総
額
の
見
込
み

額
に
保
険
料
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）を
概
算

保
険
料
と
し
て
申
告
・
納
付
し
ま
す
。

・
雇
用
保
険
適
用
事
業
所
設
置
届
、雇
用
保

険
被
保
険
者
資
格
取
得
届

　

雇
用
保
険
の
適
用
事
業
所
と
な
っ
た
場
合

は
、さ
ら
に
、雇
用
保
険
適
用
事
業
所
設
置

届
、雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
を

所
轄
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

社
会
保
険・労
働
保
険
に
未
加
入
だ

と
ど
う
な
る
？

　

適
用
事
業
所
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
未

加
入
状
態
の
場
合
次
の
通
り
処
分
が
な
さ
れ

ま
す
。

■
社
会
保
険

　

年
金
事
務
所
か
ら
繰
り
返
し
加
入
指
導
を

受
け
な
が
ら
、手
続
き
を
行
わ
な
い
事
業
主
に

対
し
て
、必
要
に
応
じ
て
立
ち
入
り
検
査
が

実
施
さ
れ
職
権
に
よ
り
さ
か
の
ぼって
加
入
手

続
き
が
な
さ
れ
、保
険
料
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

■
労
働
保
険

　

労
働
局
等
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、加

入
手
続
き
を
行
わ
な
い
事
業
主
に
対
し
て

は
、政
府
が
職
権
に
よ
り
成
立
手
続
き
を
行

い
、労
働
保
険
料
額
が
決
定
さ
れ
、手
続
き

を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
過
去
の
期
間
に
つ
い
て

も
さ
か
の
ぼ
っ
て
徴
収（
追
徴
金
も
徴
収
）さ

れ
ま
す
。ま
た
、労
働
保
険
料
や
追
徴
金
の

支
払
い
が
な
い
場
合
に
は
、滞
納
者
の
財
産
に

つい
て
差
し
押
え
等
の
処
分
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

事
業
主
が
、故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
に

よ
り
労
災
保
険
の
保
険
関
係
成
立
届
を
提

出
し
て
い
な
い
期
間
中（
未
手
続
き
期
間
中
）

に
生
じ
た
事
故
に
つ
い
て
労
災
保
険
給
付
を

行
っ
た
場
合
は
、労
働
基
準
法
の
規
定
に
よ

る
災
害
補
償
の
価
額
の
範
囲
で
、保
険
給
付

に
要
し
た
費
用
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
ま

た
は
一
部
が
事
業
主
か
ら
徴
収
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、事
業
主
の
た
め
の
雇
用
関
係
助
成
金

に
つい
て
は
、労
働
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
場

合
、受
給
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

社会保険の
概要

社会保険について
正しく

理解していきましょう
。

一から学ぶ
社会保険の基礎知識

1982年中央大学法学部法律学科卒業後、東武不動産
株式会社（東武鉄道グループ）に入社。以降、不動産営業
を経て人事総務業務に従事。2004年、社会保険労務士
試験合格後独立。現在、日本橋人事労務総研代表・特定
社会保険労務士として、企業の労務顧問・講演・執筆業務
で経営者を支援している。主な監修書籍に『図解即戦力 
社会保険・労働保険の届け出と手続きがこれ1冊でしっか
りわかる本』（技術評論社）がある。

日本橋人事労務総研・社会保険労務士小岩事務所
代表　特定社会保険労務士

小岩 和男さん

企業が加入している社会保険。
加入することで、病気・けが、介
護、老後生活、失業等さまざまな
リスクに備えることができます。
社会保険にはどのような種類が
あるのか、従業員を加入させる
にあたり企業は何をすべきなの
か、本稿で解説していきます。

図表①：企業が加入する社会保険

図表②：健康保険の主な給付内容

健康

介護

雇用労災

厚生
年金

※労災保険を除き保険料は事業主と従業員両者で負担します。

出所：「厚生年金保険・健康保険制度のご案内」（日本年金機構）

保険の種類 主な内容 手続き先 備考

広
義
の
社
会
保
険

狭
義
の
社
会
保
険

労
働
保
険

私傷病の際の医療給付等健康保険

【適用】日本年金機構
　　　（年金事務所）
【給付】全国健康保険協会
【適用・給付】健康保険組合
※給付は健康保険部分

その他、国民健康保険（自営業
者等対象）、後期高齢者医療
制度（75歳以上対象）、私学
共済制度、国家・地方公務員
共済制度等あり

介護保険 65歳以上は原則年金から天引き
介護サービス等（企業実務は
40歳～64歳まで健康保険料と
併せて介護保険料徴収のみ）

厚生年金保険 その他、自営業者等の国民年
金あり日本年金機構（年金事務所）高齢・障害・死亡に対する年金

給付等

労災保険 労働基準監督署業務災害・通勤災害時の傷
病・障害・死亡に対する給付等

雇用保険 ハローワーク失業、高齢・育児・介護時の収
入補償等

被保険者 被扶養者

病気

けが

出産

妊娠4か月（85日）以上で出産したとき、出産一時金が受けられ
ます。

出産したとき

給料を受けられないときに、
出産手当金が受けられます。

出産のため、仕事を休んだとき

死亡 業務上・通勤災害以外の理由で死亡したときは、埋葬料（費）が
支給されます。

亡くなったとき

医療機関で治療を受けたときの一部負担金が一定の額を超えた
とき、払い戻しを受けることができます。また、証明書を受けること
で窓口負担を軽減することもできます。

治療費が高額になったとき

海外旅行中や赴任中に、やむを得ず現地の医療機関で診療を
受けたとき、日本の医療費を基準に換算した額の一部の払い戻
しを受けることができます。

海外で治療を受けたとき

給料を受けられないときに、
傷病手当金が受けられます。

病気やけがで仕事を休んだとき

被保険者証で治療を受けたとき 健康保険を扱っている医療機関の窓口で、一部負担金を支払う
ことで必要な治療を受けられます。



社
会
保
険
の
種
類
は
五
つ
あ
る

　

社
会
保
険
は
五
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す（
図

表
❶
）。一
般
的
に
社
会
保
険
は
広
義
で
使

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、実
務
上

は
適
用
内
容
が
異
な
る
た
め
狭
義
で
理
解

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

社
会
保
険
は
社
会
保
障
制
度
の
一
つ

　

企
業
が
加
入
す
る
社
会
保
険
は
、わ
が
国

の
社
会
保
障
制
度（
社
会
保
険
・
公
的
扶

助
・
社
会
福
祉
・
公
衆
衛
生
）の
一つ
で
す
。保

険
の
技
術
を
用
い
て
保
険
料
を
財
源
と
し
て

給
付
を
行
う
仕
組
み
で
、国
・
公
的
団
体
を

保
険
者
と
し
て
、条
件
を
満
た
し
た
場
合
、

被
保
険
者
は
強
制
加
入
が
原
則
と
な
っ
て
い

ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
備
え
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
保
険
実
務
は
労
務
管
理
の

イ
ロハ
の
イ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

健
康
保
険
の
給
付
内
容

　

健
康
保
険
の
加
入
先（
保
険
者
）は
、全

国
健
康
保
険
協
会（
中
小
企
業
対
象
）と
企

業
単
独
ま
た
は
同
業
種
企
業
が
共
同
設
立

す
る
健
康
保
険
組
合（
一
定
規
模
以
上
企
業

対
象
）が
あ
り
ま
す
。

　

健
康
保
険
は
、被
保
険
者
や
そ
の
家
族

（
被
扶
養
者
）が
病
気
や
け
が（
業
務
上
・
通

勤
災
害
を
除
く
）を
し
た
と
き
の
、医
療
給

付
や
所
得
保
障
を
行
う
制
度
で
す（
図
表

❷
）。一
般
的
に
、健
康
保
険
組
合
は
全
国
健

康
保
険
協
会
よ
り
も
保
険
料
が
安
く
保
険

給
付
も
手
厚
く
な
って
い
ま
す
。

厚
生
年
金
保
険
の
給
付
内
容

　

厚
生
年
金
保
険
は
、被
保
険
者
が
高
齢
に

な
っ
た
と
き
、障
害
状
態
に
な
っ
た
と
き
、死

亡
し
た
と
き
に
、請
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、年

金
や
一
時
金
の
支
給
が
行
わ
れ
る
制
度
で

す
。主
な
給
付
は
次
の
通
り
で
す
。

■
高
齢
に
な
っ
た
と
き（
老
齢
厚
生
年
金
）

　

厚
生
年
金
保
険
加
入
者
が
次
の
条
件
を

満
た
し
た
と
き
に
、老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗

せ
し
て
老
齢
厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
六
五
歳
以
上（
六
〇
歳
か
ら
の
繰
り
上
げ

受
給
や
、六
六
歳
以
降
の
繰
り
下
げ
受
給

も
可
能
）

・
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
期
間
が
一
月

以
上
あ
る

・
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

資
格
期
間
が
あ
る

　

ま
た
、次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合

に
は
六
〇
歳
か
ら
六
五
歳
ま
で
の
間
に
、特

別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す（
生
年
月
日
・
性
別
に
よ
って
支
給
開
始
年

齢
が
異
な
る
）。

・
六
〇
歳
以
上

・
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
期
間
が
一
年

以
上
あ
る

・
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

資
格
期
間
が
あ
る

■
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と
き（
障
害
厚
生

　

年
金
）

　

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
る
間
に
初

診
日
が
あ
る
病
気
や
け
が
に
よ
り
障
害
の
状

態
に
あ
る
と
き
、一
定
の
割
合
以
上
保
険
料
を

納
付
し
て
い
た
期
間
等
が
あ
れ
ば
、そ
の
状
態

に
応
じ
て
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
障
害
等
級
一
、二
級

　

障
害
厚
生
年
金
と
障
害
基
礎
年
金
が
支

　

給
さ
れ
る
。

・
障
害
等
級
三
級

　

障
害
厚
生
年
金
の
み
支
給
さ
れ
る
。

・
障
害
等
級
三
級
よ
り
軽
い
障
害

　
一
時
金
と
し
て
傷
害
手
当
金
が
支
給
さ

　

れ
る
。

■
死
亡
し
た
と
き（
遺
族
厚
生
年
金
）

　

厚
生
年
金
保
険
加
入
中
に
死
亡
し
た
と

き（
加
入
中
の
傷
病
が
も
と
で
、初
診
日
か

ら
五
年
以
内
に
亡
く
な
っ
た
と
き
を
含
む
）、

一
定
の
割
合
以
上
保
険
料
を
納
付
し
て
い
た

期
間
等
が
あ
れ
ば
、生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
遺
族
に
遺
族
厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。遺
族
優
先
順
位（
年
齢
等
の
条
件
あ

り
）は
次
の
通
り
で
す
。

①
配
偶
者
ま
た
は
子
↓
②
父
母
↓
③
孫
↓ 

④
祖
父
母

　

子
の
あ
る
配
偶
者
ま
た
は
子
に
は
遺
族

基
礎
年
金
も
支
給
さ
れ
ま
す（
年
齢
等
の
条

件
あ
り
）。

労
働
保
険
と
は

　

労
働
保
険
と
は
図
表
❶
の
通
り
労
災
保

険
と
雇
用
保
険
を
総
称
し
た
言
葉
で
す
。保

険
給
付
は
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
行
わ
れ
ま
す

が
、保
険
料
の
徴
収
は
事
務
の
合
理
化
・
簡

素
化
に
よ
り
労
働
保
険
と
し
て
原
則
的
に一

体
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

■
労
災
保
険

　

従
業
員
が
業
務
上
の
事
由
、二
以
上
の
事

業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
ま
た
は
通

勤
が
原
因
で
負
傷
し
た
場
合
、病
気
に
な
っ

た
場
合
、死
亡
し
た
場
合
に
被
災
従
業
員
や

遺
族
を
保
護
す
る
た
め
必
要
な
保
険
給
付

が
行
わ
れ
ま
す
。ま
た
、従
業
員
の
社
会
復

帰
の
促
進
な
ど
、福
祉
の
増
進
を
は
か
る
た

め
の
事
業
も
行
わ
れ
て
い
ま
す※

 

。

■
雇
用
保
険

　

従
業
員
が
失
業
し
た
場
合
や
雇
用
の
継

続
が
困
難
と
な
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
、

従
業
員
の
生
活
や
雇
用
の
安
定
を
は
か
る
と

と
も
に
、再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
必
要
な

給
付
を
行
う
も
の
で
す
。ま
た
失
業
の
予

防
、従
業
員
の
能
力
の
開
発
や
向
上
、そ
の

他
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
た
め
の
事
業
も

行
って
い
ま
す（
図
表
❸
）。
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社
会
保
険（
健
康
保
険
・
厚
生
年
金

保
険
）の
場
合

■
加
入
事
業
所（
法
人
単
位
で
は
な
く
事

　

業
所
単
位
で
加
入
す
る
）

　

法
人
事
業
所（
被
保
険
者
一
人
以
上
）と

個
人
事
業
所（
常
時
従
業
員
五
人
以
上
雇

用
。一
部
例
外
あ
り
）は
、厚
生
年
金
保
険
・

健
康
保
険
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す（
強
制
適
用
事
業
所
）。な
お
、強
制
適
用

事
業
所
以
外
で
も
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
任
意
適
用
事

業
所
）。

■
加
入
対
象
の
従
業
員

　

前
記
の
適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
加
入

条
件
を
満
た
す
場
合
は
全
て
被
保
険
者
に

な
り
ま
す
。七
〇
歳
未
満
の
老
齢
厚
生
年
金

（
特
別
支
給
を
含
む
）受
給
者
を
雇
用
し
た

場
合
で
も
加
入
条
件
を
満
た
す
場
合
は
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
。

■
加
入
条
件

　

正
社
員
や
法
人
の
代
表
者
、役
員
等
は
被

保
険
者
に
な
り
ま
す
。パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・ア

ル
バ
イ
ト
等
で
も
、一
週
間
の
所
定
労
働
時
間

お
よ
び
一
か
月
の
所
定
労
働
日
数
が
、同
じ

事
業
所
で
同
様
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
正

社
員
の
四
分
の
三
以
上
の
場
合
は
、被
保
険

者
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、正
社
員
の
四
分
の
三
未
満
で
あ
って

も
、週
の
所
定
労
働
時
間
が
二
〇
時
間
以
上

な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、被
保
険

者
に
な
り
ま
す
。

■
加
入
手
続
き

　

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
す
る

に
は
、事
業
主
か
ら
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

・
事
業
所
の
新
規
加
入
：
新
規
適
用
届

・
従
業
員
の
加
入
：
被
保
険
者
資
格
取
得
届

・
従
業
員
の
扶
養
家
族
の
加
入
：
被
扶
養
者

（
異
動
）届

労
働
保
険（
労
災
保
険・雇
用
保
険
）

の
場
合

■
加
入
事
業
所

　

前
記
の
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
同

様
、法
人
単
位
で
は
な
く
事
業
所
単
位
で
加

入
し
ま
す
。名
称
や
雇
用
形
態
に
関
係
な
く

従
業
員
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
所

は
加
入
義
務
が
あ
り
ま
す（
従
業
員
五
人
未

満
の
個
人
経
営
農
林
水
産
事
業
を
除
く
）。

■
加
入
対
象
の
従
業
員
、加
入
条
件

　

職
業
の
種
類
に
関
係
な
く
事
業
に
使
用

さ
れ
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
従
業
員
が
対
象
で

す
。労
災
保
険
は
短
時
間
従
業
員（
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
）を
含
む
全
て
の
従
業
員
が
対
象

で
す
が
、雇
用
保
険
は
、一
定
条
件
を
満
た
さ

な
い
短
時
間
従
業
員
は
対
象
と
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
法
人
の
役
員
、同
居
の
親
族
、昼

間
部
学
生
等
は
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
の
対

象
外
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
加
入
手
続
き

　

労
働
保
険
は
一
元
適
用
事
業
と
二
元
適
用

事
業
で
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。五
〇
ペ
ー

ジ
図
表
❹
❺
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
提
出
す
る
も
の

・
保
険
関
係
成
立
届
、概
算
保
険
料
申
告
書

前
記
の
通
り
、労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の

保
険
料
は
一
体
処
理
さ
れ
ま
す
の
で
、労
働

保
険
の
適
用
事
業
所
と
な
っ
た
場
合
、労
働

保
険
の
保
険
関
係
成
立
届
を
所
轄
の
労
働

基
準
監
督
署
ま
た
は
ハロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
、当
該
年
度
分
の
労
働
保
険
料

（
保
険
関
係
成
立
日
か
ら
そ
の
年
度
末
日
ま

で
に
支
払
う
従
業
員
賃
金
総
額
の
見
込
み

額
に
保
険
料
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）を
概
算

保
険
料
と
し
て
申
告
・
納
付
し
ま
す
。

・
雇
用
保
険
適
用
事
業
所
設
置
届
、雇
用
保

険
被
保
険
者
資
格
取
得
届

　

雇
用
保
険
の
適
用
事
業
所
と
な
っ
た
場
合

は
、さ
ら
に
、雇
用
保
険
適
用
事
業
所
設
置

届
、雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
を

所
轄
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

社
会
保
険・労
働
保
険
に
未
加
入
だ

と
ど
う
な
る
？

　

適
用
事
業
所
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
未

加
入
状
態
の
場
合
次
の
通
り
処
分
が
な
さ
れ

ま
す
。

■
社
会
保
険

　

年
金
事
務
所
か
ら
繰
り
返
し
加
入
指
導
を

受
け
な
が
ら
、手
続
き
を
行
わ
な
い
事
業
主
に

対
し
て
、必
要
に
応
じ
て
立
ち
入
り
検
査
が

実
施
さ
れ
職
権
に
よ
り
さ
か
の
ぼって
加
入
手

続
き
が
な
さ
れ
、保
険
料
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

■
労
働
保
険

　

労
働
局
等
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、加

入
手
続
き
を
行
わ
な
い
事
業
主
に
対
し
て

は
、政
府
が
職
権
に
よ
り
成
立
手
続
き
を
行

い
、労
働
保
険
料
額
が
決
定
さ
れ
、手
続
き

を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
過
去
の
期
間
に
つ
い
て

も
さ
か
の
ぼ
っ
て
徴
収（
追
徴
金
も
徴
収
）さ

れ
ま
す
。ま
た
、労
働
保
険
料
や
追
徴
金
の

支
払
い
が
な
い
場
合
に
は
、滞
納
者
の
財
産
に

つい
て
差
し
押
え
等
の
処
分
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

事
業
主
が
、故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
に

よ
り
労
災
保
険
の
保
険
関
係
成
立
届
を
提

出
し
て
い
な
い
期
間
中（
未
手
続
き
期
間
中
）

に
生
じ
た
事
故
に
つ
い
て
労
災
保
険
給
付
を

行
っ
た
場
合
は
、労
働
基
準
法
の
規
定
に
よ

る
災
害
補
償
の
価
額
の
範
囲
で
、保
険
給
付

に
要
し
た
費
用
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
ま

た
は
一
部
が
事
業
主
か
ら
徴
収
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、事
業
主
の
た
め
の
雇
用
関
係
助
成
金

に
つい
て
は
、労
働
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
場

合
、受
給
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※詳しい内容は『月刊総務』（2021年8月号）総務入門講座「覚えておきたい労災保険の基礎知識」をご覧ください。

社会保険・
労働保険の
加入手続き

それでは具体的な加入手続きについて見ていきましょう。

図表③：雇用保険制度

出所：「労働保険の成立手続はおすみですか」（厚生労働省）

雇
用
保
険

失
業
等
給
付

育
児
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業
給
付

育
児
休
業
給
付

雇
用
保
険

失
業
等
給
付

求職者給付

就職促進給付

教育訓練給付

雇用継続給付

介護休業給付金

高年齢雇用継続基本給付金
高年齢再就職給付金

一般被保険者に対する
求職者給付

就業促進手当等

教育訓練給付金

高年齢雇用継続給付

介護休業給付

基本手当・技能習得手当等

高年齢被保険者に対する
求職者給付

高年齢求職者給付金

短期雇用特例被保険者に対する
求職者給付

特例一時金

日雇労働被保険者に対する
求職者給付

日雇労働求職者給付金

育児休業給付金
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二元適用事業とは、事業の実態から、労災保険と雇用保険の適用を区別する必要があるため、両保険の保険料申告・納付等を
別々に行う事業（農林水産業・建設業等）です。①～④の提出先に留意ください。

図表⑤：二元適用事業の場合

一元適用事業とは、労災保険と雇用保険の保険料申告・納付等を一括して取り扱う事業です（二元適用以外の一般的事業）。
①～④の提出先に留意ください。

図表④：一元適用事業の場合

①保険関係成立届（保険関係が成立した日の翌
　日から起算して10日以内）

②概算保険料申告書（保険関係が成立した日の
　翌日から起算して50日以内）

③雇用保険適用事業所設置届（設置の日の翌日
　から起算して10日以内）

④雇用保険被保険者資格取得届（雇用保険被
　保険者ごとに、資格取得の事実があった日の翌
　月10日まで）

いずれかに

都道府県労働局（所轄）

労働基準監督署（所轄）

公共職業安定所（ハローワーク）（所轄）
金融機関・郵便局

図表④⑤出所：「労働保険の成立手続はおすみですか」（厚生労働省）

都道府県労働局（所轄）

労働基準監督署（所轄）

②概算保険料申告書（保険関係が成立した日の
　翌日から起算して50日以内）

①保険関係成立届（保険関係が成立した日の翌
　日から起算して10日以内）
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金融機関・郵便局

いずれかに

都道府県労働局（所轄）

公共職業安定所（ハローワーク）（所轄）

金融機関・郵便局

いずれかに

①保険関係成立届（保険関係が成立した日の翌
　日から起算して10日以内）

②概算保険料申告書（保険関係が成立した日の
　翌日から起算して50日以内）

③雇用保険適用事業所設置届（設置の日の翌日
　から起算して10日以内）

④雇用保険被保険者資格取得届（雇用保険被
　保険者ごとに、資格取得の事実があった日の翌
　月10日まで）

２．雇用保険に係る手続き


